
IRYO　Vol．78　No．4 ─ 221 ─

2023年シンポジウム　医療論文を書いてみよう

要 旨 現代の医療は，先人たちが築いたエビデンスの上に成り立っており，医療を進歩させ
るためには，われわれも臨床研究を行いエビデンスを創出していかなくてはならない．

医療論文は，エビデンスを効果的に世界に発信し記録する方法である．共同研究者とともに試験
を計画・実施していくが，生物統計家を含めた協力体制が望ましい．ARO（Academic Research 
Organization）は，研究計画から論文作成までを，研究者と共に進捗させることができる組織で
ある．名古屋医療センターはAROを備えており，NHO共同研究をはじめ他の国立病院機構所属
施設の臨床研究の支援なども実施している．
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は じ め に

　本シンポジウムでは，私たち医療者が医学論文を
執筆することの意義や実際について 5 人のシンポジ
ストにより発表された．現在の医療の礎となってい
るエビデンスの多くは臨床研究結果から確立してい
る．これらの研究結果を広く発信し，世界中の医療
者の評価を受けることは，エビデンスを積み上げる
上できわめて重要な過程である．その手法として，
医学論文がある．本稿では，名古屋ARO（Academic 
Research Organization）が支援した多施設共同研
究の試験例を中心に，論文作成に至る過程を示す．

臨床研究とは

　臨床研究は，医学が始まった時点から存在してい
る．ヒポクラテスがおこなったような科学的な観察
と記述などは，臨床研究の礎になった．一症例一症
例に十分な考察を加えることや，同一症状や経過を
示した症例の集積や予後の検討などの膨大な知見に
より，医学が発展しきた．エビデンスレベルピラミッ
ドでは（図 1 ），症例報告以上が臨床研究とされる．
しかし，研究結果を学会などで発表するだけでは，
エビデンスの蓄積にはならない．広く世界に情報発
信し，後世まで残る記録とするためには論文発表が
必要である．
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